


















































































ア ヴ ィ ニ ョ ン 派 絵
画 群 か ら 大 き く 隔
たる。この点を確認
す る た め、 執 筆 者
は『 ア ヴ ィ ニ ョ ン


































図３　 ニコラ・フロマン《ラザロの蘇生の祭壇画》裏, 1461, 
175×66㎝（左右パネル）, Firenze, Galleria degli Uffizi.
























Paris, Musée du Louvre.
図６　 ロヒール・ファン・デル・ウェイデン《ブ
ラデリン祭壇画》中央パネル, c.1445-1448, 

























































c.1425-1428, 667×317㎝, Firenze, 
Santa Maria Novella.
図８　 フラ・アンジェリコ《磔刑》部分, 











































































らんや（40）」（O VOS OMNES QVI TRANSITIS PER VIAN ATTENDITE ［ET］ VIDETE SI EST 
































































ネル），64.5×27.3 ㎝（左右パネル），New York, Metropolitan Museum of Art, The Cloisters 
Collection. （執筆者作図）
図14　 ロヒール・ファン・デル・ウェイデン《コルンバ祭壇画》1464 以前 , 139.5×152.9㎝（中央パネル），
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